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ジグツーバズルは 個々のビースに同形帆 のはなく他のところにはめ込むことはできません 無理をしてもバラバラ
になつてしまいます

力笥■lF饉ま 憲よ 地域と口■闇 においても 社会という絆¨ で密接に間連し成り立つており 互いの面儀
や絆か崩れ不調和になると 饉待のおこる可能性が高くなります
私たち厖療人には 家庭などにおける機営不全の

'腋
をとらスて その機復に寄与t t書 の予防や早期発見,勢ある

l13tあ ります
(―つだけある赤いビースは ll間はずれ をイメージしています)



歯科保健 医療に関わる皆様ヘ

愛知県健康福祉
=『

長 五+里   明
平成 2年に「児童虐各の防止等に供する法律J,撻行されてから10年以上が経過しまし
たが その後も児童虐行にl_3する痛ましい事件が後を絶たず 深スJな社会問題となってい
ます.児童虐行は 子どもの心と体に深ぃ傷を残すだけでなく 首ぃ命をすぃかなない重
大な問題であり 社会全体で取り担む重要な課題の一つとなっています.
児童虐待防止に向けては 甲期発見と早期対応が大変重要であります.,知県では こ
れまでに「医療機関用子ともの虐待対応マニュ7ル J「教育 保育関係機関月子どもの虐

`対
応マニュアルJを 4成 しておりますが 近年 口腔所見が身体的に待やネグレクト (養
育拉棄 怠慢)の早期発見|[有効であるという報告を受け 瞳 科保健 医療に関わる方
のための子ともの虐待対応マニュアル」を愛知県歯ヽ医師会の御協力を得て作成いたしま

した。

歯:1保健 医療に関わる皆様には 平t幼児や学校などの歯予鞭 診や日常生活での観察に
おいて この冊子を御活用いただき 歯■の視点から児童虐待の早期発見に努めていただ
くようお願いいたしまう.

平成24年 3月

「子どもの虐待対応マニユアル」発刊によせて

奎知県歯科医師会 会長 渡  辺  正  巨

この圧 憂知県行政からの委託当業として「菌科医療・ l係者のための 子どもの虐待対
応マニュアル」を絹葉させてぃただく事になりました 平成12年に 帆 童虐有の防止等に
関する法律J●施行されましたが 児童相談Ffへのlll談件数は一向に減少する気配もなく
10年間ではぼ倍以上になってしまぃました 当時から愛知県歯科医師会としても児童虐待
を看過することはできず 平成 5年 1=「歯科医ll機 赳用 児童虐待対l●マニュアルJを 発
行し =員 に配布して何らかの貢献をすることができたらと考えましたが 貢献とは程遠
い歯科医師からの通告件数となってしまいました。そこには さまざまな理由が考えられ
ます たとえば歯科医療関係者の年間心さ それも 嶼 味がないJと ぃうのではなく「歯
科医酬 .者は児童虐行を発見する立場から遠いところにいるJと いう誤った認識からで

はなかったかと考えてぃます.

今回はその時の反省を踏まえ 歯科医療関係者がさまざまな健診の場 あるいは診,室
で遭退 しそうな場面を前提として編集させていただきました.

このマニュアルが有効に活用され 少してもお役に立てますことを心より祈念 したいと
黒ヽヽます.

最後になりましたが 編集にあた0さ まざまな貴重なご意見をいただいた専門会議委員
の皆さま また実務部分でご苦労をおかけした関係者の皆さまに心より感謝申し上げます.
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歯科健診で、こんなお子さんがいました

このようなお口を見てどう思いますか

この子の泉にはどうなっているのだろう ちゃんと食事をしているのだろうか.気にはなり
ませんか.

保護者●・ この子に適切な歯ll医療を受けさせていなければ これは「デンタルネグレクトJ
といえるのではないてしょうか。

虐待は家庭の機能不全のあらわれです

しかし 確 者などの加害者をせめるという意味ではなく 家族を支援する地域づくり さ
らに,政 施設など専門家のネットワーク体制づくり そして予防と早期発見 早期対応が重
要となります.

本マニュアルは 翻 医師や歯機 関係者が薩特のサインを見逃さないようにするため
毯診 受診時に問診結果や砂療時の親子関係の観察を通じ 歯科的所見にくわえ 全身的な・ Fr
見 子どもの様子 倶鯖 の様子なと多方面から虐特の早期発見 予防 子青て支援のネット
ワークにつなげることを目的としてまとめました。

σポイント「デンタルネグレクト:Dental NeglectJ (P9参照)

医療ネグレクトの一種である「デンタルネグレクト」ま 保護者による適切な歯科的管理が
されておらす 必要な治康を受けさせることなく 多数歯にわたるう蝕や重度の歯内炎の餃G
などがある状態をいいます。「デンタルネグレクトJの背景には 保護者の青児餃れゃ子育て
不安 経済的困窮 無関心 歯羽的な健康観の欠処が挙げられます
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子どもの虐待とは

子ともの虐待とは「児童虐持の防止等に関する法律J(以下『児童虐待防止法Jとぃう)第 2

条において 保護者 (親権を行う者 夫成年後見人その他の者で 児童を現に監護する者)が
その監ヨする児童18虜 1=洒たない者)に対して,0える以下の4つの■おをいいます.(P33参照)

0身体的虐待
児童の身体に外傷が生じ また It生 じる恐れのある基Fを 加えること

0性的虐得
児童にわいせつな行為をすること または児童をしてわいせつなlT為 をさせること.

0ネグレクト
児童の心身の正常な発達を妨(fる ような著しいう膚食または長時間の放置 保護者以外の同居
人によるO Oま たは0に掲 |チる行為と同様の行為の放置 その他の保護者としての子どもの
健全な育成を妨げること.

(● 心理的虐待

児童に対する著しい暴言または著しく拒総的な対応 児童が同居する家庭における配場者に
対する桑力 〔配偶者 (婚姻の届出をしていなぃが 事実上婚颯関lfと 同様の事情にある者も合
む)の身体に対する不法な攻撃であって生命または身体に危害をおよばすもの及びこれに準ず

る心身に有害な影響をおよぼす言動をいう]そ の他児童の苦しい心理的外鶴を与える言動を行

うこと.

これらの行為よほとんどの場合 複雑に籍み合あって重複して起こることも多く 最近では
降 待Jと眼定しないで 広く「チャイルド マルトリートメントJと いういわれ方をする場
合があります

ⅢⅢポイント「チヤイ,レド マリレトリートメント:Ch‖ d Ma treatmentJ
マルトリートメントは「おとなの子どもに対する不這切・●関r●つ」を意味します

欧米ては「マルトリートメントJという概念が一脳 ししており Abuse t童待)だけでなく

ネクレクト動 棄)を合めた より幅広い概念が提嘔されてい讀す

※「おとなJとは 親およびそれに代わる保護者のみでなく 家[外にわける議育者等も含ま
れます

。3●





目 次

第2章 饉ヽ医師 歯刹副建関係者に求められること

第 1拿 子ども虐待の実態
1 虐行相談4数のlt移
2 主な虐行者のtL= ―
3 内容卿1■特のし

`率

 ―
4 T齢■のだ待内容 ―

第3, デンタルネグレクト
1 テンタルネグレクトとは   ―
2 デンタルネグレクトの11つ I囃
3 虐行予防からみた白科医師の役割
4 複膚付兄の□F内 1犬況 ― ― ―
5 症 例 ― ―― ― ― ―  ―

6 子どもの様子  ―
7 ●護者の様子  ―  ―

1 早期発見に勢める  ― ―   ―
2 ■告する動  ― ―――… ―――‐― ―――
3 子育て支援への参力[  ――――――

8
8
8

第4章 子育て支援と虐侍の予防
1 7台 て支援とま  ―  ―  ―
2 予防が大切 ―  ―  ―  ――
3 気になる規子と要支l嫁庭 …… ……
4 子ども虐●を疑うリイン ー… ………
5 地域での虐行予防への取り組み  ―

第 5章 虐持を見逃さないために
1 問診結果の確認   ―
2 歯科診療の手順と観察
3 口肛内の診査 ― ― ―
4 顎 面 頭頂部の損傷
5 全身の損傷   ― ―

9

9
- 9
10

11

12

12

13

14

16

18
19

20
22
23
23
23

第6● 気になる理子 al●に気がついた時の対応
1 保護者 了どもへの対応における,意点
2 r行を疑った時tn対,|  ―  ―
3 気になるtF.. 虐待を疑った時の理綺テ
4 連絡 通告の際に伝えること   ― ―
5 診断書の書き方  ―  ―     ―

24
24
25
26
26

27資 料 編

●5。



第 1攣 子 とも虐待の実態

子ども虐待の実態

“̈
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虐待相談件数の推移

全国の児童相談所における虐待の相談

件数は 平成12年に 眈 童虐待防止法J
が施行されて以降も年々増加 していま

す 平成22年度 で,5152件 )は  平成11
年度 11601件 )に比べてll● 5倍 となっ

ています.

,¨ 率 愛知県 愛知県においても 平成22年 度

(1"0件 )は  平成11年度 (607件 )

の約 4倍 となってぃなす.

年 度 I Hll H12 810 H14 H i5 H16 H7 H18 H9 Ha H2千 Hυ

全 J(件雷| 1116`1 17,あ 2027` 2708 26“§
“ `C8
3`マ2
=7323
406の 126“

`′

21, 6616イ

愛知県1件数) `07 83 1 155 1 181 1191 1 800 |`“ , 67「 1689 1526 1378 I W0

2 主な虐待者の比率

実母以外の母 愛知県の主な虐待者の比率は 実母が580● .と

過半業を起え 次に実父が260%で 両者を合せ
ると8割を越えています.

子ともにとっていちばん身近な存在である保護

者が 虐特者であることがわかります。

実父以外の父

その他

区 分
父 母

その他 計
実  父 実父ll外の父 実   母 実母以外の母

十 数 :|: 17: 1 143 39 102 |●70

割合 1%, 26 0 :8
`8 0

20 52 100
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第 1菫 子とも虐待の実感

3 内容別虐得の比率

心理的虐待

4 年齢月崎 虐待内容

受知県の内容別虐待の比率は 身体的虐待が

452%と 過半数に近く 次にネブレクト313%

0理的虐
～
00% 性的虐待35・/・ となっていま

す.

身体的虐待とネグレクトの両者で全体の 7割以

上を占めています.

区  分 身体的虐待 性的虐待 ネグレクト 心理的虐待 計

件   数 801 69
=10

∞

`

,970

書J 合 (%)
`32

36
=1 3 " 0

|∞

(平成22年度 ,

■身体的虐待  口性的虐待 ト ロ心理的虐待

3歳未満

3疑以上就字前

小学年

中学生

●00

高校生等 一
　。 `∞

,∝
4漱 )

“

ネグレ,

区分 身体的虐待 任的虐待 ネグレクト 心理的虐特 計 (件数)

3歳未満 132 |

●
０ 92 371

3歳以上工学前 223
`

1お 121 52

小学生

“

2 21 220 |:0 700

中学生 154 23 49

“

284

高校生等 50 20 26 13 103

計 (l■数 ) 89` ∞ 躍 1 970

愛知県の虐待内容を年齢別にみる

が最も多く 次に多いのがネグレク

方が多いという特徴があります.

〔ヽi"′年度)

と 3歳以上就学前 小学生 中学生 高校生等 よ 身体的虐待

卜となりますが 職 未満では 身体的虐待よりもネグレクトの
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第 2童 菌刊ξ師 歳 ‖錮 業者に求められること

歯科医師・歯科保健関係者に求められること

1 早期発見に努める

子ども虐書の対応において 願科医師や歯科裸健関係者に最も期待されるのは陣期発見Jです.
歯や歯周組織の損傷で歯テ1医院を受.‐ した場合はもちろん 保護者による歯科的管理種 切にされて
いない場合なとには その原因の一つに虐待 特にテンタルネグレクト(P9参照)を念預に置くこ
とが大切です

虐待を行う当事者は ■人に対してその事実を秘医するという4.徴があることから 早期発見は極
めて重要です.医療の専門家として歯科医師が頭飩 顔面の損傷や口腔内所見を検討することは 大
きな意味を持つと考えられます.

私たちには これらの子ども虐待の早期発見に努める義務があります (児童虐待防止法第5条第1嗅 )

2 通告する義務 (通告義務は守秘義務に優先)

虐待を受けたと思われるテどもを発見した者は 市区町対 福祉事秘PFま たは児童相談所に通告す
る義務があります.帆童福祉法第25条 児童虐待防止法第6条第1項 ,
この通告により 医療関係者が¬

“

義務連反 (刑法第134条 個人情報保き去第 6条第1項)に I.lわ
れることまありません 帆 壼虐待防止法第6条第3項 個人情報保護法第16条第3項 )

3 子育て支援への参加

核家族化や地域のつながりの希薄化等の社会構造の変イ七により 子育てに対して不安を持ったり
子育てにストレスを感じる保護者が増えています。このことが子ども虐待のひとつの要因であると考

えられています.このような家族に対して 早い段階で適I.nな支援をしていくことが虐待の予防につ
ながります。(P12 鰺 照)
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